
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

素早い徘徊キャッチで介護負担の軽減

＜顔認証システム付きの防犯カメラ導入＞
〇顔画像でログ管理をするため、容易に個人を
識別可能。

〇登録した顔写真の中で特定の人物が映った場合
は表示灯でお知らせ。

・「顔認証システム付きの防犯カメラ」を導入したことで、要介護者の徘徊を素早くキャッチすることがで
き、介護従事者の負担が減るとともに、労働環境が改善され、介護従事者の健康維持、就業意欲の向上に
もつながり離職率が低下した。

・介護従事者の負担が減ったことで、残業時間が短縮し、36協定の上限を見直した。

介護施設の要介護者が徘徊することがときどきあり、その対応に膨大な時間がかかり、長時間労働の要因に
なっていたため、介護労働者の身体的・精神的負担の軽減に取り組んだ。

業種：介護業 従業員数：2２名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

～時短・生産性を向上させる工夫～

介護の仕事は、思わぬことで
ものすごい長時間労働になっ
てしまうことがあるんだ。

それは、要介護者
が徘徊したときで
すね。

それでしたら、施設の出入口などに顔認証システ
ム付きの防犯カメラを設置してはいかがでしょう
か。登録された顔写真と照合することで、要介護
者の徘徊を直ちにキャッチできますよ。それに部
外者の侵入も検知可能です。

介護従事者の業務
負担を減らさなけ
ればなりませんね。

【防犯カメラシステム導入費用を助成！】
○働き方改革推進支援助成金
＜労働時間短縮・年休促進支援コース）
助成率 ７５％（一定要件の場合、８０％）
上限額 最大2００万円（一定要件の場合、最大４４０万円）
◆助成金等には成果目標の達成等、一定の要件があります。

人物の顔を検出

顔写真データベース

照合 素早くお知らせ
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さすがによく知っているね。
ときどき、そういうことが
あって、探すのが大変なんだ。
結果的に職員が長時間労働と
なってしまう。

顔認証システム付きの防犯カメラを導入したところ、
要介護者の徘徊を素早くキャッチすることができ、
職員の対応時間が削減されました。
職員の負担が減り、人材の定着にもつながりました。

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！

愛知働き方改革推進支援センター【令和３年度 厚生労働省・愛知労働局委託事業】
相談窓口：名古屋市千種区千種通７－25－１ サンライズ千種３階（タスクール内） ☎ ０１２０－００６－８０２

aichi@task-work.com✉※受付日時：月～金曜日（祝日等を除く）午前９時～午後５時

202104（No.129）

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html

